
                                

                                

                                
三
重
県
消
防
操
法
大
会 七

月
十
六
日 
 

近
年
、
悪
天
候
の
中
で
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
三
重
県
消
防
操

法
大
会
も
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
県
下
十
二
チ
ー
ム
が
長
野
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
全
国
大
会
を
目

指
し
て
競
い
合
い
ま
し
た
。
桑
名

市
か
ら
は
多
度
方
面
団
選
抜
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
全

国
行
き
の
切
符
を
逃
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
優
勝
し
た
伊
賀
市
消
防

団
に
は
県
代
表
と
し
て
全
国
で
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
は
選
手
に
と
り
ま
し

て
も
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
消
防
団
活
動
に

必
ず
役
立
て
、
継
承
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

           

出
場
選
手 指

揮
者   
岡
田 
英
朗 

一
番
員   
満
仲 
寛
樹 

二
番
員   
岩
崎 
康
仁 

三
番
員   
岡
本 
裕
太 

吸
管
補
助
員 
多
賀 
理
司 

補
欠
員   
丸
山 
智
也 
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               五
月
二
十
九
日 

                             

長
島
運
動
公
園
に
て
、
平
成
二

十
八
年
度
桑
名
市
水
防
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

                             

桑
名
方
面
団
・
多
度
方
面
団
・

長
島
方
面
団
が
大
雨
に
よ
る
河
川

の
増
水
、
水
位
の
上
昇
に
よ
り
洪

水
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
の

想
定
の
下
、
桑
名
市
水
防
計
画
に

基
づ
き
様
々
な
工
法
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。  

初
め
に
、
消
防
本
部
・
消
防
団

員
に
よ
る
土
の
う
作
り
を
行
い
、

そ
の
後
河
川
の
状
況
変
化
に
応
じ

て
、
竹
流
し
工
法
・
シ
ー
ト
張
り

工
法
・
釜
段
工
法
・
月
の
輪
工
法
・

積
み
土
の
う
工
法
を
各
大
隊
長
の

指
揮
の
下
、
全
消
防
団
員
が
一
丸

と
な
っ
て
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し

た
。  

近
年
、
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
事
を
踏
ま
え
消
防
団

員
は
様
々
な
水
害
に
備
え
洪
水
即

応
能
力
の
向
上
に
努
め
、
水
防
体

制
の
万
全
を
期
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。         

  

四
月
十
七
日  

                

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
消
防
団
新
人

訓
練
が
行
わ
れ
、
現
職
の
消
防
職

員
の
方
々
に
、
規
律
及
び
器
具
取

扱
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 規

律
訓
練
で
は
、
礼
式
や
基
本

動
作
を
行
い
ま
し
た
。
な
れ
な
い

動
き
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
活

か
し
、
正
確
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

器
具
取
扱
訓
練
で
は
、
器
具
の

取
り
扱
い
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ホ
ー
ス
の
延
長
、

接
続
の
訓
練
も
行
い
ま
し
た
が
、

間
違
え
た
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

か
っ
た
り
と
、
災
害
時
に
は
と
て

も
役
に
立
て
な
い
状
況
だ
と
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
各
分
団

で
の
訓
練
を
積
ん
で
、
素
早
く
行

動
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
上
達
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

訓
練
終
了
後
に
は
、
柴
田
団
長

よ
り
辞
令
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
団
員
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚

し
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
地
域
防

災
の
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

違いを認め共に生きよう 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 



  
六
月
十
一
日 

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を
、

消
防
団
幹
部
二
十
五
名
が
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。 防

災
セ
ン
タ
ー
館
内
は
、
防
災

体
験
を
見
る
・
聴
く
・
触
れ
る
・

感
じ
る
事
の
出
来
る
施
設
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
初
め
に
、
映
像
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
映
像
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、
京
都

の
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
災

害
の
歴
史
や
恐
ろ
し
さ
、
京
都
市

の
防
災
態
勢
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
地
下
空
間
へ
の
浸
水

の
恐
怖
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
、

４
Ｄ
シ
ア
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、立
体
映
像
と
座
席
振
動
に
て
、

地
下
街
で
水
害
が
予
測
さ
れ
る
時

の
体
験
を
し
、
そ
の
時
の
行
動
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
浸

水
し
た
扉
に
か
か
る
水
圧
も
体
験

で
き
水
圧
の
凄
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際

の
ホ
テ
ル
火
災
の
状
況
が
再
現
さ

れ
て
お
り
、
煙
が
充
満
し
た
中
を

行
動
し
、
そ
の
時
の
避
難
方
法
を

学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
の
視
察
研
修
を
通
し
て
、

防
災
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
災

害
発
生
時
の
備
え
の
重
要
性
を
改

め
て
痛
感
致
し
ま
し
た
。 

                  

分
団
長
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 平

成
二
十
七
年 
十
月
一
日
付 

長
島
方
面
団 第

四
分
団  
森 
一
将 

 

平
成
二
十
八
年 
四
月
一
日
付 

桑
名
方
面
団 第

十
三
分
団 
後
藤 
正
利 

長
島
方
面
団 第

五
分
団  
古
村 
隆
吉 

第
六
分
団  
伊
藤 
宏
彰    

お
店
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

消
防
団
応
援
し
ま
す
！  「

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち

で
守
る
」
桑
名
市
全
体
で
消
防
団

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
作
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
「
桑
名
市
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
は
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

よ
り
運
用
を
開
始
し
、
平
成
二
十

八
年
八
月
二
十
五
日
現
在
、
四
五

二
事
業
所
（
サ
ー
ビ
ス 
三
一
二

事
業
、
ポ
ス
タ
ー
掲
出 
一
四
〇

事
業
）
の
登
録
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 こ

の
取
り
組
み
は
、
消
防
団
を 

              
色
々
な
方
法
で
応
援
し
て
も
ら
う 

こ
と
で
、
消
防
団
員
の
確
保
と
サ

ポ
ー
ト
事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
、
地
域
と
消
防
団
を
活

性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。 

例
え
ば
飲
食
店
で
は
、
料
金
割

引
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
な
ど
お

得
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た

だ
け
る
所
も
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
事
業
所
（
お
店
）
の
一

覧
は
、
桑
名
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
消
防
本
部
」
→
「
消
防
団
」
→

「
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
一
覧

か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
団
員
の
方
は
ご
利
用

下
さ
い
。 ま

た
、
新
規
登
録
も
募
集
中
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
登
録
方
法
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
を
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
（
お

店
）
の
方
は
、
消
防
本
部
・
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー 

閲
覧
で
き
ま
す
。 

桑
名
市
消
防
団
広
報
が
桑
名
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
ま
で
は
、
自
治
会
の
回
覧
板

に
て
ご
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し   

一
緒
に
社
会
貢
献
し
ま
せ
ん
か
！ 

入
団
資
格 十

八
歳
以
上
で
、
桑
名
市
お
よ
び

そ
の
近
郊
に
居
住
し
て
い
る
か
、

ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
健
康
か

つ
、
や
る
気
の
あ
る
方
。 

活
動
内
容 男

性 
住
居
地
ま
た
は
勤
務
地
の

分
団
に
所
属
し
火
災
・
災
害
・
訓

練
に
出
動 女

性 
団
本
部
付
け
消
防
団
と
し

て
、
桑
名
市
内
全
域
に
て
予
防
・

防
災
活
動 特

典                   市
内
の
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
所

（
お
店
）
に
て
「
桑
名
市
消
防
団

員
証
」
を
提
示
す
る
と
、
各
種
サ

ー
ビ
ス
や
割
引
を
受
け
る
事
が
で

き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
事
業

所
（
お
店
）
に
て
異
な
り
ま
す
。 

 

た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
，

気
に
な
る
記
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
過
去
の

物
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
→ 

「
消
防
本
部
」
→ 

「
消
防
団
」
→ 

「
桑
名
市
消
防
団
広
報
」 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

勇気を出して みんなでなくそう 差別の世界 



   
消
防
技
術
競
練
会 三

月
六
日 

平
成
二
十
七
年
度
最
後
の
全
体

行
事
と
し
て
、
長
島
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お

い
て
消
防
技
術
競
練
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 こ

の
訓
練
は
、
実
際
の
火
災
を

想
定
し
た
厳
正
な
規
律
・
安
全
管

理
・
確
実
・
迅
速
な
防
御
活
動
と

技
術
の
向
上
及
び
消
防
団
員
相
互

の
連
携
強
化
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 訓

練
内
容
は
、
各
分
団
（
班
）

が
そ
れ
ぞ
れ
団
本
部
か
ら
の
出
場

命
令
を
車
両
待
機
場
所
に
て
受

信
・
応
答
後
、
車
両
を
発
進
し
狭

路
を
経
て
防
火
水
槽
（
水
利
）
へ

と
向
か
い
ま
す
。
水
利
到
着
後
は

た
だ
ち
に
指
揮
者
の
号
令
と
共
に

操
作
を
開
始
し
、
各
火
点
ま
で
の

ホ
ー
ス
延
長
、
第
一
火
点
で
は
指

定
円
盤
標
的
へ
の
放
水
及
び
ド
ラ

ム
缶
へ
の
注
水
、
第
二
火
点
で
は

非
常
階
段
踊
り
場
か
ら
地
面
に
設

置
さ
れ
た
ド
ラ
ム
缶
へ
放
水
す
る

と
い
う
も
の
で
、
標
的
の
ド
ラ
ム

缶
が
満
水
に
な
る
ま
で
の
タ
イ
ム

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
各
分
団

（
班
）、事
前
予
行
練
習
を
経
て
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
。 

年
々
、
実
力
は
向
上
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

長
島
方
面
団
再
編
前
の
体
制
で
は

最
後
の
競
練
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
は
新
た
な
体
制
で
臨

む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
各
分
団
（
班
）
が
持
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
次
回
の

競
練
会
で
は
各
分
団
や
団
員
の
技

術
に
磨
き
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。 

な
お
、
競
練
の
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。 一

位 
第
二
分
団 

二
位 
第
一
分
団 

三
位 
機
動
分
団
北
部
班 

             

   

春
季
消
防
団
教
養
訓
練 三

月
六
日 

恒
例
の
春
季
教
養
訓
練
を
桑
名

市
福
島
地
先
、
揖
斐
川
河
川
敷
で

行
い
ま
し
た
。 消

防
団
員
と
し
て
の
身
だ
し
な

み
、
節
度
等
を
主
と
し
た
規
律
教

養
訓
練
、
災
害
時
に
役
立
つ
よ
う

ロ
ー
プ
取
扱
い
訓
練
、
そ
し
て
こ

こ
数
年
反
復
訓
練
を
行
っ
て
い
る

遠
距
離
中
継
送
水
訓
練
と
以
上
の

内
容
で
す
。
時
間
を
惜
し
み
、
各

分
団
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。  

今
年
四
月
熊
本
地
震
が
大
き
な

爪
痕
を
残
し
、
そ
の
五
年
前
東
日

本
大
震
災
、
二
十
一
年
前
阪
神
淡

路
大
震
災
と
そ
の
記
憶
も
冷
め
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
平
成
二
十
六
年

八
月
の
広
島
局
地
豪
雨
で
の
災
害

も
ま
だ
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
多
様
化
す
る
風
水
害
、
震

災
に
備
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。  

各
種
訓
練
を
通
し
て
私
た
ち
に

出
来
る
事
、
ま
た
使
命
感
を
日
夜

養
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
訓
練
を

見
か
け
た
ら
、
少
し
立
ち
止
ま
っ

て
見
て
頂
け
た
ら
光
栄
で
す
。                 

規
律
訓
練
・
水
防
訓
練 四

月
二
十
四
日 

 
規
律
訓
練
を
多
度
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
に
て
ま
た
、
水
防

訓
練
を
多
度
町
総
合
支
所
駐
車
場

で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は

新
入
団
員
を
迎
え
た
基
本
的
な
技

術
の
習
得
と
確
認
を
行
う
年
度
初

め
の
恒
例
行
事
で
、前
半
に
は「
敬

礼
」
や
「
右
向
け
右
」
な
ど
の
厳

正
な
規
律
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

訓
練
礼
式
と
災
害
活
動
時
に
必
要

と
な
る
基
本
的
な
ホ
ー
ス
延
長
訓

練
を
各
分
団
に
分
か
れ
て
実
施
し

ま
し
た
。
方
面
団
長
や
副
団
長
、

そ
し
て
各
分
団
長
等
の
熱
い
指
導

と
多
度
分
署
員
の
助
言
の
下
、
団

員
は
真
剣
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。
新
入
団
員
に
お
い
て
は
、

西
村
多
度
分
署
長
に
指
導
い
た
だ

き
、
消
防
の
任
務
を
遂
行
す
る
た

め
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。 

 
訓
練
後
半
に
は
、
梅
雨
時
期
や

台
風
時
期
に
備
え
た
水
防
訓
練
を

団
幹
部
指
導
の
下
、
実
施
し
ま
し

た
。
始
め
に
「
土
の
う
拵
え
」
を

全
団
員
で
行
い
、
そ
の
後
、
水
位

が
上
が
り
堤
防
を
越
え
そ
う
な
時

に
行
う
「
積
み
土
の
う
工
法
」
と

堤
防
な
ど
か
ら
漏
水
し
た
時
に
漏

水
口
の
拡
大
を
防
ぐ「
釜
段
工
法
」

へ
分
か
れ
て
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。 

 
今
回
の
訓
練
も
含
め
て
、
実
災

害
に
備
え
た
訓
練
を
今
後
も
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

その言葉 自分に置き換え 考えよう 



◇◇◇◇ 特集：消 火 器 ◇◇◇◇

万一の火災の時、消火器を使う事で被害の拡大を防ぐ事が出来ます。

身近な存在の消火器ですが、意外に知らない事が多いのでは無いでしょうか？

消火器は誰にでも使えるように出来ています。次の3ステップをおぼえておきましょう。

こんなにカンタンな消火器ですが、いくつか注意しなければいけない事があります。

①あわててピンを抜かないで
消火位置に着くまで、安全ピンを抜いたりレバーを握ったりしないで下さい。

消火薬剤は１５秒ほどで無くなります。狙いを定めてからレバーを握りましょう。

②ホースは先端を持って
ホースの途中を持つと狙いが定まりません。

炎や煙に惑わされず、燃えている火の根元をホウキで履くように消します。

③正しい位置に立ちましょう
必ず風上に立ちましょう。室内では出入り口を背にしましょう。

火元に近づきすぎると危険ですが、遠すぎても薬剤がうまく届きません。

５ｍほどの距離から始めて、火勢が弱まったら徐々に近づきましょう。

④消せない火災もあります
炎が天井に達するような火災は、消火器では消せません。

速やかに安全な場所まで避難して下さい。

「すぐ使える場所に備えましょう」と言われますが、どこに置くのがいいのでしょう？

もし、一本だけお家に置くとしたら、オススメの場所は「玄関」です。
玄関であれば、火災に気づいて外から入ってきた時も手に取りやすいですね。

消火器には寿命があります。使用期限を過ぎているもの、期限内で

あっても、腐食や変形・破損が見られるものは、交換しましょう。

交換・廃棄の際、古い消火器は、一般のゴミとして処分できません。

リサイクルの手続きが必要になりますので、消火器販売店に依頼するか、

（株）消火器リサイクル推進センター（電話０３－５８２９－６７７３）にご相談下さい。

参考資料・引用：（一社）日本消火器工業会ホームページ、（株）消火器リサイクル推進センターホームページ、他

3.レバーを握る2.ホースを外し

火元を狙う
1.黄色い安全ピンを

引き抜く

悪質な消火器の訪問販売や点検に要注意!!

古くなったらどうするの？

消火器の正しい使い方

どこに置けばいいの？

理解する 相手の気持ち 思いやり

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



(６) 

平成28年秋

優しさ、気づかい、思いやり　つなげ大きな社会の和

地
域
の
た
め
に
女
性
の
優
し
さ
・
細
や
か
さ
を
活
か
し
て
、

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！　

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

    

く
わ
し
く
は
→　

桑
名
市
消
防
本
部　

総
務
課　

T
E

L
2

4
-
5

2
7

4

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。

桑名市女性消防団　検索 ←クリック！

桑 名 市 消 防 団 広 報

子供達に
紙芝居を使った

防災教育をしています

防災教育に取り組んでいます
「非常持ち出し袋に何入れる？」
　　　　　　　　　カードゲームで考えます

ロープ結束訓練 水防訓練

応急手当
指導員講習

毎月19日は
火災予防
　広報巡回

 災害に備えて、
訓練にも参加しています

災害や事故など
身近な危険対応を
みんなで考えます

見るだけでなく
問題に答える事で
参加しながら学べます
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